
 
 
「Post Processing」とは、S-Parameter データを１つまたは複数の関数を使って数学的に

操作できる機能です。 
 
例としては、 
 ・Single Mode S-Parameter を Mixed Mode S-Parameter に変換する 
 ・Ft、Mason’s Gain、Max Gain を計算する 
 ・L、R、C、Q を抽出する 
等があります。 
 
 
WinCal XE では、以下の 2 種類の方法で Post Processing を行うことができます。 

「Trace Group Properties」 
  １つの関数のみ 
  処理後のデータは Data Item List に Save できない 

「Math Scratch Pad」 
  複数の関数を使用できる 
  処理後のデータを Data Item List に Save できる 
 
 
以下に、幾つかの例を示します。 

WinCal XE, Post Processing 



 
 Fet comparison and gain curves.wrp 

 
この例では種類の異なるプローブで FET を測定したものを重ね書きしています。 
Trace Group Properties を使って、H-Parameter、Mason’s Gain、Maximum Gain に変換

しています。 

 

これは Max Gain に変換している Trace Group Properties です。 



 
 4-Port transmission lines – single-ended and mixed-mode.wrp 

 
Dual Line を測定したものを Single-End と Mixed-Mode で表示しています。 

 

これは Sdd11 の Mixed-Mode へ変換している Trace Group Properties です。 



 
 Pad de-embedding and gain curves.wrp 

 
PPR_Open（下の４）と PPR_OpenShort（下の６）を Math Scratch Pad で行って、

H-Parameter、Mason’s Gain、Maximum Gain への変換は Trace Group Properties で行

っています。 

 



 
 2-port Inductor Extraction.wrp 

 
PPR_OpenShort（下の１１）と Sdd11 への変換（下の１８）を Math Scratch Pad で行い、 
R、L、Q の抽出を Trace Group Properties で行っています。（Single-End と Mixed-Mode） 

 



 
 Ft vs Bias example.wrp 

 
 

 

 
Math Scratch Pad を使用して、S2P ファイルのヘッダー部分にあるコレクタ電流（IC）の

情報（! VAR IC=xx.x）を取得し、それを X 軸としたグラフを作成している。（Ft vs IC） 
 
以下に主要な行の解説を示す。 



 
S2P ファイルのヘッダーにある「! VAR IC」で示されるものを実数として取込んでいます。 

 
取り込んだ IC を X 軸の情報としています。 



 
Ft を計算しています。 

 
X 軸を小さいものから並び替えています。 
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